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論 文 内 容 の 要 旨 
 〔 目 的 〕 
 近年日本人女性における悪性疾患では乳癌の罹患率が最も高く、死亡者数も増加の一途をたどっている。乳癌死亡
を減らすためには、ハイリスク群を同定し、綿密なスクリーニングによる早期発見や予防的処置を講ずる必要がある。 






 〔 方 法 〕 
1) 乳腺濃度の客観的評価法の開発 
 8 bit、200DPI のグレースケール条件でスキャナを用いてマンモグラムをデジタル化し、乳腺部分の乳房全体に対





成し、このヒストグラムから大胸筋の平均輝度値を求め、さらに、case 群、control 群から 30 症例ずつ計 60 症例を
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決定し、それを用いて個々の乳腺部の乳房に対する面積比を計算した。 
2) ケース・コントロールスタディ 






 マンモグラフィ読影資格を有する２名の医師により、Wolfe 分類に基づいて、ほとんど乳腺組織を認めない N1 か



















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究では、まず、撮影条件が異なるマンモグラムを用いても客観的に乳腺濃度を正確に評価し得るソフトウェア
が開発され、次に、そのソフトウェアを用いて、閉経後日本人女性のマンモグラフィにおける乳腺濃度と乳癌罹患リ
スクの関係を明らかにすべく case-control study（case：205 症例 control：223 症例）が実施された。本ソフトウ
ェアで乳腺濃度を５段階に分けた場合、乳腺濃度の最も高い女性はそれ以外の女性に比して、他の疫学的因子を調整
した後にも有意に乳癌罹患リスクが高い（2.81 倍）ことが明らかになった。一方、乳腺濃度を２名の医師が目視で評
価した場合（WOLFE 分類）、乳癌罹患リスクに関する結果は一致せず目視による乳腺濃度の評価の難しさが再確認
された。 
 閉経後日本人女性と対象として、マンモグラフィにおける乳腺濃度と乳癌罹患リスクの相関を独自に開発したソフ
トウェアを用いて明らかにした本研究は、今後の乳癌検診の効率化への応用が期待され、学位の授与に値すると考え
られる。 
